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▲

浜中町長就任あいさつ・前浜中町長退任あいさつ▲

平成23年度　９月末現在　予算の執行状況を報告▲

水道水質検査結果をお知らせします△

Dr.小川の眼鏡のむこう『介護』△

まなぶん　〈霧多布中学校〉　－「自立的に生きるための力を育成する」－△

赤ちゃんとことば　ことばを育てる｢ことばがけ｣

勇ましい獅子の踊り
（９月２３日　霧多布神社祭）
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こ
の
度
の
浜
中
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

無
投
票
で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
の
無
投
票
で
の
当

選
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
町
民
の
皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
期
待
に
応
え
て
町
政
を
担
う
こ
と
は
正

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
六
年
余
の
間
、
浜
中
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
長
谷
川

前
町
長
の
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
地
場
産
業
の
振
興
を
柱
に

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
開
か
れ
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
行
政
施
策
を

受
け
継
ぎ
、
浜
中
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
誠

心
誠
意
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
自
治
体
は
大
き
な
転
換
期

を
向
か
え
、
地
方
の
自
主
自
立
と
地
域
の
個

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
社
会
経
済
環
境
は
過
疎
化
、

少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
加
え
急
激
な
円

高
、
更
に
は
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
財
政
状
況
の
不
透
明
感
な

ど
多
く
の
行
政
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
町
に
お
け

る
行
政
課
題
を
克
服
し
浜
中
町
が
将
来
に

お
い
て
も
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
地
域
を
支
え
る
地
場
産
業
の

振
興
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
本
町
の
基

幹
産
業
は
酪
農
業
と
漁
業
で
あ
り
ま
す

が
、昨
年
突
如
と
し
て
現
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
問
題
は
両
産
業

に
甚
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
、
拙
速
な
参

加
に
反
対
す
る
と
と
も
に
慎
重
な
議
論
を

求
め
る
も
の
で
す
。
更
に
は
、
原
油
価
格

の
高
騰
に
端
を
発
す
る
飼
料
・
肥
料
、
生

産
資
材
や
燃
油
の
高
騰
、
輸
入
産
物
と
の

競
合
や
経
済
不
況
等
に
よ
る
消
費
の
低
迷

等
に
よ
る
魚
価
安
な
ど
農
漁
業
と
も
そ
の

経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
課

題
で
あ
り
ま
す
が
、
酪
農
業
に
お
い
て
は

酪
農
基
盤
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
た
持
続

的
政
策
の
遂
行
と
農
業
者
の
所
得
確
保
や

経
営
安
定
に
向
け
て
、
総
合
的
な
政
策
支

援
を
国
や
道
、
関
係
機
関
に
対
し
強
く
要

請
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
に
お
い
て
は
漁

業
者
が
経
営
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
め

る
環
境
を
整
備
し
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る

水
産
業
の
構
築
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
教
育
や
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
浜

中
町
の
構
築
は
後
継
者
対
策
に
繋
が
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
福
祉
対
策
、
医
療
・
介

護
福
祉
の
充
実
を
図
り
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
て
の
町
民
が
住
み
よ
い
町
と
な
る

よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
漁
業
の
振
興
策
と
合
わ
せ
、商
工
業
、

観
光
に
つ
い
て
も
新
た
な
る
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
か
ら
商
工
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
商
工
業
の
盛
衰
に
直
結
す
る

農
漁
業
を
振
興
し
、
商
工
業
と
農
漁
業
が

一
体
と
な
っ
て
発
展
で
き
る
よ
う
、
商
工

会
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
本
町
は

地
震
・
津
波
の
常
襲
地
帯
で
あ
り
、
防
災

対
策
の
強
化
も
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
本
年
三
月
に
発
生
し
た

「
東
日
本
大
震
災
」
は
防
災
に
対
す
る
考

え
方
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
教
訓
と
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
の
防
災
対
策
で
は
防
ぐ

こ
と
が
難
し
い
災
害
が
予
想
さ
れ
、
い
つ

襲
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
危
機
管
理
体
制
を
確
立
し
て
被
害

を
い
か
に
最
小
限
に
食
い
止
め
る
か
と
い

う
、
減
災
の
視
点
か
ら
被
災
し
て
も
人
命

が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最
優
先
し
、「
い
か

に
早
く
逃
げ
る
」
こ
と
を
前
提
と
し
た
地

域
づ
く
り
を
基
本
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
「
多
重
防
御
」、

「
浜
中
町
防
災
計
画
」
と
「
地
域
防
災
力
」

の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

未
だ
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る

浜
中
町
の
将
来
の
展
望
を
切
り
開
き
、
町

民
の
皆
様
が
誇
れ
る
浜
中
町
の
実
現
の
た

め
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
就
任
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

浜中町長

松　本　　　博

町
長
就
任
あ
い
さ
つ

地
場
産
業
の
振
興
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
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こ
の
度
、
病
気
療
養
の
た
め
九
月
十
四

日
を
も
っ
て
町
長
の
職
を
辞
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

五
个
月
も
の
入
院
で
、
体
力
の
低
下
と

手
術
に
よ
る
後
遺
症
の
克
服
に
至
ら
ず
、

体
調
不
十
分
で
は
町
長
と
し
て
の
責
任
を

果
た
す
こ
と
は
難
し
く
、
こ
れ
以
上
町
民

の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
て
、

退
任
を
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

長
期
に
わ
た
っ
て
の
不
在
と
任
期
を
残

し
て
の
退
任
は
、
こ
の
間
ご
支
援
く
だ

さ
っ
た
町
民
の
皆
様
に
大
変
申
し
訳
な

く
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
と
し
て
六
年
余
り
、
助
役
、
職
員

を
通
し
て
四
十
三
年
余
り
に
わ
た
っ
て
町

民
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
と
し
て
の
六
年
間
の
町
政
の
運
営

は
、
国
の
構
造
改
革
等
で
地
方
交
付
税
が

削
減
さ
れ
、
本
町
の
財
政
状
況
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

市
町
村
合
併
が
強
力
に
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
の
財
政
状
況

で
は
、
早
晩
合
併
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
と
財
政
運
営

は
緊
張
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
町
政
を
担
う
中
で
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
通
し
て
、
財
政
の
再
建
で
自

立
を
目
差
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
未
だ
道
半

ば
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
十
七
年
度
に
ま

と
め
た
財
政
再
建
プ
ラ
ン
は
、
多
く
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
事
業
の
抑
制
を
行
う

も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
等
を
通
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
財
政

の
再
建
と
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
本
前
町
長
さ
ん
よ
り
引
き
継
い
だ
多

く
の
継
続
事
業
や
新
規
事
業
も
含
め
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
農
漁
業
の
振

興
、
環
境
保
全
、
防
災
対
策
、
下
水
道
の

整
備
、
子
育
て
支
援
と
し
て
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
増
設
と
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
、
町
税
収
納
率
向
上
対
策
、

国
保
税
の
軽
減
対
策
、
人
づ
く
り
事
業
の

推
進
、
町
営
住
宅
の
建
設
、
霧
多
布
湿
原

セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
、
そ
し
て
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
と
な
る
「
第
五
期

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
を
町
民
協
働
の

下
で
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
町
議
会
を
始
め
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
心
温
ま
る
ご
支
援
の
賜
で
あ

り
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
一
月
町
長
に
就
任
以
来
、

二
期
六
年
余
り
、
町
民
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
、
ご
指
導
い
た
だ
き
、
地
域
を
支
え
る

地
場
産
業
の
振
興
と
未
来
を
拓
く
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
町
政
運
営
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

終
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
験
と
喜

び
で
あ
る
と
深
く
心
に
か
み
し
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

改
め
て
、
こ
の
間
に
お
け
る
町
民
皆
様

の
ご
厚
情
と
お
力
添
え
に
、
心
か
ら
お
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
一
町
民
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
に
大
い
な
る
関
心
を
持
ち
続
け
、
ふ
る

さ
と
浜
中
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
微

力
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
ご
繁
栄
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
い
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

前浜中町長

長谷川　徳　幸

町
長
退
任
あ
い
さ
つ
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一般会計【歳入】 （単位：万円、％）

区 分 予 算 額 収 入 済 額 予算執行率

町 税 64,189 34,115 53.1 
地 方 譲 与 税 13,330 3,849 28.9 
利子割交付金 220 76 34.5 
配当割交付金 40 19 47.5 
株式等譲渡所得割交付金 10 0 0.0 
地方消費税交付金 6,870 3,578 52.1 
自動車取得税交付金 2,440 602 24.7 
国有提供施設等所在
市町村助成交付金 390 0 0.0 

地方特例交付金 1,410 1,220 86.5 
地 方 交 付 税 348,622 308,157 88.4 
交通安全対策特別交付金 160 71 44.4 
分担金及び負担金 8,706 1,333 15.3 
使用料及び手数料 21,247 8,888 41.8 
国 庫 支 出 金 64,238 17,796 27.7 
道 支 出 金 36,160 2,950 8.2 
財 産 収 入 3,315 1,977 59.6 
寄 付 金 713 587 82.3 
繰 入 金 6,378 0 0.0 
繰 越 金 13,002 13,002 100.0 
諸 収 入 13,498 3,498 25.9 
町 債 70,682 0 0.0 
合 計 675,620 401,718 59.5 

一般会計【歳出】 （単位：万円、％）

区 分 予 算 額 支 出 済 額 予算執行率

議 会 費 6,519 4,076 62.5
総 務 費 58,046 21,534 37.1
民 生 費 64,816 33,584 51.8
衛 生 費 54,196 17,083 31.5
農 林 水 産 業 費 72,732 12,017 16.5
商 工 費 15,814 10,655 67.4
土 木 費 49,221 4,231 8.6
消 防 費 32,125 15,336 47.7
教 育 費 45,466 19,741 43.4
公 債 費 92,644 42,035 45.4
給 与 費 132,578 63,118 47.6
諸 支 出 金 0 0 0.0
災 害 復 旧 費 51,363 3,006 5.9
予 備 費 100 0 0.0
合 計 675,620 246,416 36.5

※ 　歳入・歳出予算額には繰越明許費1億1千3百99万円が含ま
れています。

　 　繰越明許費とは、経費の性質上、22年度内にその支出が終
わらないものや、予算成立後の事由に基づいて、23年度に繰
り越したものをいいます。

平
成
二
十
三
年
度　

九
月
末
現
在

予
算
の
執
行
状
況
を
報
告

　

浜
中
町
の
平
成
二
十
三
年
度
の
予
算
（
九
月
末
現
在
）
は
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
合
わ
せ
て
九
十
六
億
五

千
八
百
五
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
や
国
・
道
支
出
金

な
ど
の
依
存
財
源
が
八
十
四
．二
％
を
占
め
、
皆
さ
ん
の
納
め

る
税
金
や
使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
十
五
．八
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
給
与
費
十
九
．六
％
と
公
債
費
十
三
．七
％
で

合
わ
せ
て
三
十
三
．三
％
を
占
め
る
ほ
か
、
農
林
水
産
業
費
・

民
生
費
・
総
務
費
・
衛
生
費
・
災
害
復
旧
費
の
順
と
な
っ
て

お
り
、
主
な
事
業
は
、
道
営
草
地
整
備
改
良
事
業
負
担
金
、

北
海
道
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
支
援
負
担
金
（
昆
布
漁
場

雑
海
藻
駆
除
事
業
等
）、
障
が
い
者
支
援
事
業
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
運
営
費
補
助
や
介
護
予
防
自
立
生
活
支
援
事
業
、

ご
み
減
量
化
対
策
、
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
な
ど
一
次
産
業

の
振
興
と
地
域
活
性
化
・
福
祉
教
育
・
環
境
対
策
に
そ
れ
ぞ

れ
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
に

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
町
の
「
財
政

状
況
」
に
つ
い
て
、
今
年
は
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
あ
っ
て
、

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
で
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
、
残
り

半
年
間
の
見
通
し
と
今
年
度
に
お
け
る
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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地方債の現在高 （単位：万円）

区 分 未償還元金 未償還利子 計

一　

般　

会　

計

民 生 債 45 0 45
土 木 債 10,509 829 11,338
農 林 水 産 業 債 36,053 2,981 39,034
教 育 債 88,518 11,883 100,401
公 営 住 宅 債 28,567 4,541 33,108
商 工 債 36 1 37
保 健 衛 生 債 16,861 608 17,469
造 林 事 業 債 23,864 5,817 29,681
総 務 債 5,721 363 6,084
消 防 債 2,074 149 2,223
災 害 復 旧 債 3,415 74 3,489
辺 地 債 5,112 131 5,243
過 疎 債 57,550 2,881 60,431
道 振 興 基 金 71,092 5,706 76,798
港 湾 事 業 債 1,286 51 1,337
減 税 補 て ん 債 408 20 428
臨 時 財 政 特 例 債 9,085 584 9,669
調 整 債 109,395 6,006 115,401
臨時税収補てん債 2,055 147 2,202
臨 時 財 政 対 策 債 171,473 18,643 190,116

計 643,119 61,415 704,534
特
別
会
計

浜中診療所特別会計 285 37 322
下水道事業特別会計 322,255 56,933 379,188

計 322,540 56,970 379,510
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 80,220 17,435 97,655

合 計 1,045,879 135,820 1,181,699

町有財産の状況 （単位：万円）

区 分 ９月30日現在

財 政 調 整 基 金 61,188 

減 債 基 金 24,899 

開 基 記 念 事 業 基 金 2,751 

育 英 事 業 基 金 3,306 

土 地 開 発 基 金 3,684 

診 療 所 診 療 委 託 医 師 及 び
嘱 託 医 師 処 遇 改 善 準 備 基 金 4,028 

人 づ く り 基 金 3,600 

福 祉 振 興 基 金 3,574 

新 規 就 農 者 等 育 成 基 金 72 

国 保 給 付 改 善 準 備 基 金 38 

介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 3,767 

農 業 集 落 排 水 事 業 償 還 基 金 43 

漁 業 集 落 排 水 事 業 償 還 基 金 7,959 

介護従事者処遇改善臨時特例基金 78 

水 産 振 興 基 金 800 

住民生活に光をそそぐ交付金基金 1,801 

出 資 金・ 出 捐 金・ 有 価 証 券 9,130 

土 地 37,862,601㎡

建 物 110,298㎡

山 林 面 積 29,740,526㎡

立 木 推 定 量 286,143㎥

特別会計 （単位：万円）

区 分 予 算 額 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計 122,899 53,169 52,941 
介 護 保 険 特 別 会 計 40,123 14,258 14,139 
浜中診療所特別会計 23,455 5,096 11,447 
下水道事業特別会計 73,311 5,419 26,931 
後期高齢者医療特別会計 6,017 1,904 1,950 

計 265,805 79,846 107,408 
　支出に対する収入不足額は、一般会計からの資金運用で賄って
おります。

企業会計 （単位：万円）

会 計 名 区 分 予 算 額 収入済額 支出済額

水道事業
収 益 的 17,198 8,524 5,561 
資 本 的 7,227 0 3,512 

計 24,425 8,524 9,073 
　資本的収支の不足額は、減債積立金及び損益勘定留保資金で補
てんされます。
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財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び

公
営
企
業
資
金
不
足
比
率
の
公
表
に
つ
い
て

平成22年度　浜中町財政健全化判断比率 （単位：％）

区 分 本 町 の 比 率 早期健全化基準 財 政 再 生 基 準
実 質 赤 字 比 率 － 15.0 20.0
連結実質赤字比率 － 20.0 35.0
実 質 公 債 費 比 率 15.5 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 104.5 350.0
※表内の「－」は赤字でないことを表します。

実
質
赤
字
比
率

　

 　

一
般
会
計
及
び
診
療
所
会
計
（
以
下

「
普
通
会
計
」
と
い
う
。）
の
実
質
赤
字
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

 　
全
会
計
の
実
質
赤
字
額
又
は
資
金
不

足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

 　

普
通
会
計
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金

及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

将
来
負
担
比
率

　

 　

普
通
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
す
。

資
金
不
足
比
率

　

 　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
の
事
業
規

模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

標
準
財
政
規
模

　

 　

地
方
公
共
団
体
の
標
準
的
な
状
態
で

通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経
常
一
般

財
源
の
規
模
を
示
す
も
の
で
、
標
準
税

収
入
額
等
に
普
通
交
付
税
（
臨
時
財
政

対
策
債
を
含
む
。）を
加
算
し
た
額
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
が
平
成
十
九
年
六
月
に
公
布
さ
れ
、

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
（
公
表
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
）
施
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
比
率
等
の
公

表
制
度
を
設
け
、
こ
の
比
率
に
応
じ
て
早
期
健
全
化
計
画
や
再
生
計
画
の
作
成
を
義
務

付
け
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
法
律
で
は
、
こ
れ
ら
の
比
率
を
町
議
会
に
報
告
し
、
広
く
町
民
に
公
表

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
用
語
の
説
明
と
合
わ
せ
て
公
表
い
た
し
ま
す
。

平成22年度　浜中町公営企業資金不足比率 （単位：％）

公 営 企 業（ 特 別 会 計 ）
の 名 称

本 町 の 資 金
不 足 比 率

経 営 健 全 化
基 準

水 道 事 業 会 計 － 20.0
下 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.0
※表内の「－」は資金不足でないことを表します。

用
語
説
明

　

町
で
は
、
毎
年
福
祉
施
策
の
一
環
と
し

て
老
人
世
帯
、重
度
心
身
障
が
い
者
世
帯
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
低
所
得
世
帯
に
対
し
、

冬
期
間
の
暖
房
費
の
一
部
を
助
成
し
て
お

り
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
一
月
十
一
日

㈮
ま
で
に
、
役
場
福
祉
保
健
課
福
祉
係
ま

た
は
、
最
寄
り
の
支
所
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

助
成
対
象

　

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
現
在
に
お
い

て
、次
の
世
帯
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
、

平
成
二
十
三
年
度
町
道
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
施
設
入

所
世
帯
、生
活
保
護
世
帯
は
除
か
れ
ま
す
。

　

③
ひ
と
り
親
世
帯

　
　

 

死
別
、
ま
た
は
離
別
等
に
よ
り
妻
（
夫
）

が
独
立
し
て
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
世
帯

二
．
助
成
額

　

 　

一
世
帯
当
た
り
、
灯
油
一
〇
〇
リ
ッ
ト

ル
を
助
成
す
る
。

三
．
助
成
方
法

　

 　

申
請
に
よ
り
認
定
通
知
を
受
け
た
方
は
、

灯
油
、
石
炭
等
を
購
入
す
る
と
き
に
、
同

封
の
助
成
券
を
町
内
業
者
に
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
現
物
を
受
領
で
き
ま
す
。

一
．
対
象
世
帯

　

①
老
人
世
帯

　
　

◦
年
齢
満
七
十
五
歳
以
上
の
単
身
世
帯

　
　

◦ 

年
齢
満
七
十
五
歳
以
上
の
方
と
一
方

が
七
十
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

　
　

◦ 

七
十
五
歳
以
上
の
方
が
満
十
八
歳
未

満
の
児
童
の
み
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

　

②
重
度
心
身
障
が
い
者
世
帯

　
　

◦ 
知
的
障
が
い
者
世
帯
…
療
養
手
帳
Ａ

判
定
の
方
が
同
居
し
て
い
る
世
帯

　
　

◦ 

身
体
障
が
い
者
世
帯
…
障
が
い
の
程

度
が
一
～
二
級
の
方
が
同
居
し
て
い

る
世
帯

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　
福
祉
保
健
課　
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
六
二－

二
三
〇
五

浜
中
町
福
祉
灯
油
の
お
知
ら
せ

役
場
　
　
　
　
　

税
財
政
課
財
政
係

☎
六
二－

二
一
四
六
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水道水質検査結果をお知らせします

項　　　目 単位 基準値 測定値
1 一般細菌 個/mL 100 0
2 大腸菌 検出されないこと 検出せず
3 カドミウム及びその化合物 mg/L 0.003 0.0003未満
4 水銀及びその化合物 mg/L 0.0005 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 mg/L 0.01 0.001未満
6 鉛及びその化合物 mg/L 0.01 0.001未満
7 ヒ素及びその化合物 mg/L   0.01 0.0005未満
8 六価クロム化合物 mg/L 0.05 0.005未満
9 シアン化物イオン及び塩化シアン mg/L 0.01 0.001未満

10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 mg/L 10 0.23
11 フッ素及びその化合物 mg/L 0.8 0.05
12 ホウ素及びその化合物 mg/L 1 0.1未満
13 四塩化炭素 mg/L 0.002 0.0001未満
14 1,4－ジオキサン mg/L 0.05 0.0005未満

15 シス－1,2－ジクロロエチレン及び
トランス－1,2－ジクロロエチレン mg/L 0.04 0.0002未満

16 ジクロロメタン mg/L 0.02 0.0001未満
17 テトラクロロエチレン mg/L 0.01 0.0001未満
18 トリクロロエチレン mg/L 0.03 0.0001未満
19 ベンゼン mg/L 0.01 0.0001未満
20 塩素酸 mg/L 0.6 0.05未満
21 クロロ酢酸 mg/L 0.02 0.001未満
22 クロロホルム mg/L 0.06 0.0196
23 ジクロロ酢酸 mg/L 0.04 0.008
24 ジブロモクロロメタン mg/L 0.1 0.0005
25 臭素酸 mg/L 0.01 0.001未満

項　　　目 単位 基準値 測定値
26 総トリハロメタン mg/L 0.1 0.0237
27 トリクロロ酢酸 mg/L 0.2 0.013
28 ブロモジクロロメタン mg/L 0.03 0.0036
29 ブロモホルム mg/L 0.09 0.0001未満
30 ホルムアルデヒド mg/L 0.08 0.002
31 亜鉛及びその化合物 mg/L 1 0.01未満
32 アルミニウム及びその化合物 mg/L 0.2 0.01
33 鉄及びその化合物 mg/L 0.3 0.01未満
34 銅及びその化合物 mg/L 1 0.01未満
35 ナトリウム及びその化合物 mg/L 200 11
36 マンガン及びその化合物 mg/L 0.05 0.001未満
37 塩化物イオン mg/L 200 11.7
38 カルシウム、マグネシウム等（硬度） mg/L 300 40
39 蒸発残留物 mg/L 500 134
40 陰イオン界面活性剤 mg/L 0.2 0.02未満
41 ジェオスミン mg/L 0.00001 0.000002
42 2－メチルイソボルネオール mg/L 0.00001 0.000001未満
43 非イオン界面活性剤 mg/L 0.02 0.005未満
44 フェノール類 mg/L 0.005 0.0005未満
45 有機物（全有機炭素の量（ＴＯＣ）） mg/L 3 0.9
46 pH値 5.8～8.6 7.1
47 味 異常でないこと 異常なし
48 臭気 異常でないこと 異常なし
49 色度 度 5 0.7
50 濁度 度 2 0.05未満

遊離残留塩素 mg/L 0.58

判定　実施項目は水質基準に適合

採 水 年 月 日 平成23年７月12日
水 温 12.5℃
検 査 期 日 平成23年７月12日～７月19日
検 査 機 関 名 釧路市上下水道部　水質管理課

浄水水質検査結果

●検査実施項目は水質基準に適合しています●
　
町
で
は
、
安
全
な
水

道
水
を
供
給
す
る
た
め
、

水
道
法
令
に
定
め
ら
れ

た
検
査
項
目
に
よ
り
、

保
健
所
や
釧
路
市
上
下

水
道
部
に
依
頼
し
て
、

定
期
的
に
原
水
と
浄
水

の
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
七
月
十
二
日
に
実
施

し
た
、
浄
水
（
水
道
庁

舎
の
蛇
口
か
ら
採
水
）の

検
査
結
果
は
次
の
と
お

り
で
、
い
ず
れ
の
項
目

も
水
質
基
準
に
適
合
し

て
お
り
ま
す
。
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赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
で
ご

飯
を
食
べ
ら

れ
な
い
。
自
分
の
お
む
つ
も
替
え
ら
れ
な

い
。
泣
い
て
ば
か
り
で
、
何
を
言
い
た
い

の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
親
は
世

話
を
す
る
。人
類
誕
生
以
来
、親
は
赤
ち
ゃ

ん
の
世
話
を
す
る
の
が
当
然
だ
っ
た
。
も

し
世
話
を
し
な
か
っ
た
ら
、
人
類
そ
の
も

の
が
滅
び
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
。

　

親
が
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
す
る
の
は
本

能
だ
ろ
う
が
、
犬
や
猫
と
違
っ
て
、
本
能

だ
け
で
は
生
き
て
い
な
い
人
間
の
親
は
、

自
分
の
生
活
を
放
っ
て
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
の

世
話
を
焼
く
に
は
、
さ
ら
に
ご
褒
美
が
必

要
だ
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
。
笑
顔
も
寝
顔

も
自
分
を
幸
せ
に
し
て
く
れ

る
。
な
ん
だ
か
顔
が
自
分
に

似
て
い
る
。
指
の
形
は
旦
那

と
そ
っ
く
り
だ
。
今
日
、
初

め
て
マ
マ
と
言
え
た
。
あ
と

少
し
し
た
ら
、
も
っ
と
お
話

が
で
き
る
。

　

そ
ん
な
他
愛
も
な
い
ご
褒

美
で
十
分
な
の
だ
。
で
も
欲

の
深
い
親
は
、
さ
ら
に
遠
い

将
来
、
こ
の
赤
ん
坊
に
自
分

が
養
っ
て
も
ら
う
こ
と
ま

で
、
ご
褒
美
に
入
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
。

　

ま
あ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
親
が
赤
ち
ゃ

ん
の
世
話
を
す
る
の
は
、
高
等
生
物
と
し

て
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、今
度
は
高
齢
者
の
介
護

の
話
。
介
護
さ
れ
る
方

は
、
自
分
で
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
い
。
自

分
の
お
む
つ
も
替
え
ら
れ
な
い
。
何
を
言

い
た
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も

介
護
は
必
要
だ
。

　

で
も
、
な
ぜ
。

　

介
護
な
し
で
も
人
類
は
滅
び
な
い
。
だ

か
ら
、
高
齢
者
を
介
護
す
る
の
は
本
能
で

は
な
い
。
本
能
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ

こ
は
人
間
、
な
ん
ら
か
の
理
由
が
い
る
。

　

命
は
地
球
よ
り
重
い
と
い
う
、
な
ん
だ

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
倫
理
観
。
高
齢
者
を

敬
え
と
い
う
苔
む
し
た
儒
教
思
想
。
今
ま

で
育
て
て
く
れ
た
親
へ
の
恩
。さ
ら
に
は
、

親
不
孝
者
と
後
ろ
指
差
し
そ
う
な
世
間
様

の
怖
い
目
。

　

昔
の
日
本
人
は
、
義
理
人
情
で
生
き
て

い
た
か
ら
、
こ
ん
な
理
由
で
高
齢
者
の
介

護
は
で
き
た
だ
ろ
う
。
で
も
、
自
分
の
子

供
で
さ
え
、
ま
と
も
に
育
て
な
い
親
が
現

れ
て
き
た
今
、
義
理
人
情
に
期
待
す
る
の

は
無
理
な
こ
と
だ
。

　

要
す
る
に
、介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、

介
護
さ
れ
て
当
た
り
前
と
い
う
考
え
は
、

そ
ろ
そ
ろ
通
用
し
な
く
な
る
。
自
分
を
介

護
し
て
く
れ
る
人
に
、
介
護
す
る
だ
け
の

理
由
を
与
え
る
必
要
が
出
て
く
る
。

以
下
、介
護
を
受
け
る
心
構
え

を
記
し
た
い
。
今
、
介

護
を
受
け
て
い
る
人
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
た

介
護
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
関

係
な
い
。
こ
れ
か
ら
介
護
を
受
け
る
人
が

対
象
だ
。

　

普
通
に
生
き
て
い
れ
ば
、い
ず
れ
誰
だ
っ

て
介
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

で
も
高
齢
者
の
数
は
増
え
、
介
護
し
て
く

れ
る
若
い
人
々
は
減
っ
て
い
く
。
だ
か
ら

み
ん
な
、
心
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
。

　

さ
て
、
そ
の
心
構
え
と
は
、
介
護
し
て

く
れ
る
人
に
あ
げ
る
ご
褒
美
を
用
意
し
て

お
く
こ
と
だ
。
そ
れ
に
尽
き
る
。

　

介
護
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
た
ら
、
も

う
自
分
が
赤
ち
ゃ
ん
状
態
に
な
っ
た
と
同

じ
だ
。
で
も
長
く
生
き
た
分
、
赤
ち
ゃ
ん

よ
り
、
多
く
の
ご
褒
美
が
あ
げ
ら
れ
る
は

ず
だ
。

　

年
季
の
入
っ
た
素
敵
な
笑
顔
を
持
と

う
。
笑
顔
が
苦
手
な
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
皺
に
人
生
を
刻
み
込
ん
だ
、
味
の
あ
る

人
相
に
な
ろ
う
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
持
と
う
。
た
と
え

し
ゃ
べ
れ
な
く
て
も
、
あ
り
が
と
う
と
い

う
心
は
必
ず
伝
わ
る
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
未
来
へ
の
夢
を

与
え
ら
れ
な
く
て
も
、
長
い
歳
月
で
培
っ

た
人
生
が
あ
る
。
そ
の
重
み
で
、
若
者
か

ら
人
生
の
師
と
し
て
の
尊
敬
を
得
よ
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
若
い
世
代
を
大
切
に

し
よ
う
。
若
い
世
代
を
、
き
ち
ん
と
育
て

よ
う
。
そ
れ
は
、
自
分
の
子
供
だ
け
で
は

な
い
。
い
ず
れ
お
世
話
に
な
る
の
は
、
見

知
ら
ぬ
人
々
な
の
だ
。他
人
の
子
な
の
だ
。

今
、
若
い
世
代
は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
手

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
。そ
ん
な
で
は
、

介
護
な
ど
、
期
待
で
き
る
わ
け
が
な
い
で

は
な
い
か
。

眼鏡のむこう
No.10

介
　
護
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～平成23年度釧路管内「自然の番人宣言」クリーン作戦～
　10月１日㈯に「自然の番人」の意識啓発を図るために、釧路管内の認定団体による一斉のクリー
ン作戦が実施され、浜中町では、霧多布湿原センター下の道道駐車場から茶内の踏切まで約６
㎞の区間を町内の認定団体により清掃しました。参加者総数
は89名となり、拾われたごみの総量は、176㎏となりました。
皆様大変お疲れ様でした。
　ごみは、以前と比べると減ったように感じますが、いまだ
にポイ捨ては無くなっていません。ボクが大きくなった頃に

は、一体どうなっているのでしょう。未来では、ごみが無くなっているのかな。
きれいな町であってほしいです。

●今回のごみ分別ポイントは「パソコン」じゃ！
　温かい飲み物が身にしみるこの季節。そんな中、家でお茶を飲みながらくつろいでい
ると、知人から電話があって、パソコンの処分方法を相談されたぞ。どうやら、家にずっ
と置いたままになっているパソコンがあるらしい。パソコンは、パソコンリサイクル法
により、適切に処分することが決められていて、その手順は下記の通りじゃ。

　①メーカーに申し込む。
　　※ メーカーが倒産・事業撤退した場合や自作のパソコンなどは、パソコン３Ｒ推進

協会（電話：03－5282－7685、Fax：03－3233－6091、http://pc3r.jp/index.html）で
web申し込みまたは申込書を郵送する手続きが必要です。

　　　　　　　　　　　②メーカーからエコパック伝票が郵送される。
　　　　　　　　　　　③パソコンを梱包し、伝票を貼付ける。
　　　　　　　　　　　④最寄りの郵便局に持ち込むか、郵便局に戸別集荷を依頼する。
　　　　　　　　　　　　※ 平成１５年９月までに販売された「ＰＣリサイクルマーク」の付いていない製品の

回収再資源化料金は、排出された方のご負担となります。

　ちなみに、リサイクルの対象となるのは、デスクトップパソコン本体、ノートブック
パソコン、ディスプレーじゃ。もし回収時に、購入時の標準添付品（マウス、キーボード、
スピーカー、ケーブル）があるのなら、一緒に引き取ってくれるぞ。その他のプリンタ
やスキャナー、あとから購入した添付品などの周辺機器は、燃えないごみじゃ。
　みんなの家にも不要になったパソコンがある場合は、きちんと処分してくれな。

　　　　面倒なことでも、小さなことからコツコツと！
　　　　　　　　　それがごみ分別マスターへの一番の近道じゃ！！

№54　ごみ博士のごみ分別ワンポイント！

レジポくんからのお知らせ！

参加団体一覧
高梨乳業㈱北海道工場、赤石建設㈱、㈲霧多布清掃社、ＮＰＯ法人霧多布湿原トラスト、霧多布高等学校、
浜中町商工会、㈱丸物出口興産、農基開発㈱、㈱西森建設、浜中町農業協同組合、浜中漁業協同組合、丸重
種市建設㈲、厚浜木材加工協同組合、霧多布郵便局、霧多布中央ハイヤー㈱、霧多布小学校、㈲矢原電設、
㈲出口板金店、浅野環境ソリューション㈱浜中事業所、㈲畠山電工、㈲石橋組、㈲今井建設、㈱浜中運輸、
㈱カマザワ、茶内郵便局、東邦物産㈱、霧多布中学校、太平洋レミコン㈱浜中工場、浜中町役場　　　（順不同）
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topics　トピックス

K
iritappu W

etland Center

霧
多
布
湿
原

　
　

セ
ン
タ
ー
通
信

活
　
動
　
報
　
告

子
ど
も
自
然
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

「
無
人
島
探
検
」

　

９
月
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
無
人
島
探

検
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
川
と
琵
琶
瀬
漁

港
か
ら
、
２
隻
の
船
に
別
れ
て
無
人
島
ま
で

行
き
ま
し
た
。
無
人
島
に
着
い
て
か
ら
、
ま

ず
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、
そ
の
後
は
急
な
坂
道

を
ゆ
っ
く
り
登
り
な
が
ら
探
検
し
ま
し
た
。

島
の
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
海
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
昼
食
を
食
べ

た
後
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
笹
舟

を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
と
て
も
天
気
が

良
く
、み
ん
な
で
楽
し
く
探
検
で
き
ま
し
た
。

府
中
イ
ベ
ン
ト

　

９
月
16
～
18
日
に
、
東
京
都
府
中
市
で

物
産
展
「
秋
の
北
海
道
め
ぐ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
東
京
と
ふ

る
さ
と
浜
中
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
浜
中
町
特
産
の
昆
布
な
ど
を
販
売

し
ま
し
た
。
浜
中
の
美
味
し
い
昆
布
を
多

く
の
人
に
食
べ
て
頂
き
た
く
、
試
食
や
レ

シ
ピ
を
用
意
し
、
ま
た
、
昆
布
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
コ
ブ
ダ
ッ
シ
ー
」

の
着
ぐ
る
み
が
宣
伝
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

お
　
知
　
ら
　
せ

ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ

　

今
月
の
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
は
、「
キ
ッ

チ
ン
る
る
ら
ん
」
を
シ
ェ
フ
に
招
い
た
ラ

ン
チ
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
ど
ん
な
料
理

か
お
楽
し
み
に
！

日
時
…
11
月
13
日
㈰　

11
時
30
分
～
14
時

料
金
…
８
０
０
円
（
限
定
20
食
、予
約
可
）

子
ど
も
自
然
ク
ラ
ブ

　

今
月
の
子
ど
も
自
然
ク
ラ
ブ
の
活
動
は

２
回
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
活
動

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の

会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
秋
の
湿
原
探
検
」

　

秋
は
実
り
の
季
節
。
湿
原
を
歩
き
な
が

ら
お
い
し
い
木
の
実
を
見
つ
け
よ
う
。
親

子
で
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
程
…
11
月
６
日
㈰

料
金
…
３
０
０
円　

定
員
…
20
名

「
漁
師
さ
ん
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
」

　

漁
師
さ
ん
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
野
外
活
動
を
行
い
ま
す
。

日
程
…
11
月
20
日
㈰　

料
金
…
５
０
０
円

定
員
…
10
名
（
４
～
６
年
生
限
定
）

●
お
問
い
合
わ
せ

湿
原
セ
ン
タ
ー　

☎
65－

２
７
７
９

http://w
w

w
.kiritappu.or.jp/center/

　

地
震
発
生
時
に
懸
念
さ
れ
る
橋
の
段
差

解
消
の
た
め
に
、
道
道
琵
琶
瀬
茶
内
停
車

場
線
の
寿
磯
橋
（
湿
原
セ
ン
タ
ー
下
の
橋
）

に
、
釧
路
建
設
管
理
部
厚
岸
出
張
所
が
、

寿
磯
橋
よ
り
茶
内
方
向
左
側
の
橋
の
前
後

二
箇
所
に
、
土
の
う
が
入
っ
た
黄
色
い
ド

ラ
ム
ク
ッ
シ
ョ
ン
（
胴
周
り
は
、
赤
と
白
の

チ
ェ
ッ
ク
模
様
）
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
土
の
う
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
地
震
発
生
時
等
で
橋
と
道
路
に
段
差

が
生
じ
た
場
合
、
車
で
避
難
さ
れ
る
方
々

が
協
力
し
て
設
置
を
行
い
、
安
全
な
避
難

路
を
確
保
し
て
も
ら
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

土
の
う
を
使
用
す
る
必
要
性
が
生
じ
た

場
合
は
、
周
囲
の
安
全
性
、
交
通
状
況
を

し
っ
か
り
確
認
し
た
上
で
、
ド
ラ
ム
ク
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
土
の
う
を
取
り
出
し
、
段
差

を
解
消
す
る
よ
う
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場　
総
務
課　
防
災
係

☎
〇
一
五
三
︱

六
二
︱

二
一
三
八

フタを左に回して開け、土のうを取り出して
利用してください。

寿
磯
橋
に
、
段
差
解
消
用
土
の
う
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
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topics　トピックス

霧多布

浜 牧中 場町 祭
　

昨
年
は
、
宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
発
生
に
伴
い
、

家
畜
伝
染
病
防
止
た
め
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
牧
場

祭
が
、
九
月
二
十
四
日
、
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
て
い
た
雨
も
、
徐
々
に
小
降
り
に
な

り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
お
昼
頃
に
は
、
青

空
が
広
が
る
イ
ベ
ン
ト
日
和
と
な
り
、
多
く
の
来

場
者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
浜
中
町
特
産
品
の
販
売
や
、
牛
乳

の
無
料
試
飲
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
無
料
配
付
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
長
靴
と
ば
し
ゲ
ー
ム
や
、

今
年
初
め
て
催
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
（
牧
草
を
四

角
く
圧
縮
し
た
も
の
で
重
さ
約
二
〇
㎏
！
）
投
げ

大
会
が
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
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人権擁護委員に
１名が再委嘱されました

　

法
務
大
臣
よ
り
、
十
月
一
日
付

け
で
、加
藤
憲
治
さ
ん
（
茶
内
緑
）

が
再
任
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

浜
中
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

加
藤
さ
ん
を
含
め
、
天
間
館
り
ゅ

う
子
さ
ん
（
霧
多
布
）、
中
村
裕

子
さ
ん
（
霧
多
布
）
の
三
名
で
今

後
も
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

浜
中
町
内
で
の
人
権
思
想
の
普

及
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
す
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

再任で委嘱された加藤憲治さん

● 　夕暮れもだんだん早くなり、
運転手は西日が眩しく前方の確
認をしっかりしての運転をしな
ければならず要注意です。

　 　また、朝晩寒くなり峠等は積
雪になる時期で、車の運転は十
分な注意を要する季節になりました。鹿などの動物との衝突事
故も相変わらず発生しています。運転手は前方を注視し動物の
飛び出しに十分注意をして下さい。

　 　冬の交通安全運動は16日から25日までの間実施されます。
　　今回は
　○高齢者の交通事故防止
　○�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　○凍結路面等のスリップ事故の防止
　○交差点の交通事故防止
　○飲酒運転の根絶
　を重点に実施します。
　 　交通安全運動期間中は町民みんなが交通安全の取り組みに

協力をし、交通安全運転の励行に努めてください。
みんなで安全運転と交通事故防止に努め、町民総ぐるみで死亡事
故ゼロの継続をめざしましょう。

　　　　厚岸警察署浜中グループ駐在所

交通死亡事故０
ゼロ

継続を目指して
駐 在 所 告 知 板

交通死亡事故０
ゼロ

更新中
浜中町４０５日

（10月15日現在）

　

十
月
一
日
、
夏
の
暑
さ
か
ら

一
転
、
肌
寒
い
気
候
の
中
、
第

三
十
八
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
・
高
全
校
と

一
般
よ
り
一
九
一
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
の
、「
ガ
ン
バ

レ
ー
！
」
と
大
き
な
声
援
を
受

け
な
が
ら
走
る
ラ
ン
ナ
ー
の
皆

さ
ん
は
、
寒
さ
に
負
け
ず
、
全

員
が
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

（
各
部
門
の
一
位
の
方
は
次
の
と
お
り
で
す
）

　
　
　

○
小
学
男
子　

２
㌔
（
一
年
～
二
年
）

　
　
　
　

山
平　

大
輔
く
ん
（
霧
多
布
小
学
校
二
年
） 

８
分
53
秒

　
　
　

○
小
学
女
子　

２
㌔
（
一
年
～
二
年
）

　
　
　
　

新　
　

涼
香
さ
ん
（
茶
内
小
学
校
二
年
） 

９
分
54
秒

　
　
　

○
小
学
男
子　

２
㌔
（
三
年
～
四
年
）

　
　
　
　

千
葉　

柊
也
く
ん
（
姉
別
南
小
学
校
四
年
） 

８
分
34
秒

　
　
　

○
小
学
女
子　

２
㌔
（
三
年
～
四
年
）

　
　
　
　

藤
田　

玲
奈
さ
ん
（
霧
多
布
小
学
校
三
年
） 

８
分
40
秒

　
　
　

○
小
学
男
子　

３
㌔
（
五
年
～
六
年
）

　
　
　
　

村
上　

霞
茉
く
ん
（
霧
多
布
小
学
校
六
年
） 
12
分
33
秒

　
　
　

○
小
学
女
子　

３
㌔
（
五
年
～
六
年
）

　
　
　
　

海
道
菜
々
美
さ
ん
（
霧
多
布
小
学
校
六
年
） 

13
分
52
秒

　
　
　

○
中
学
男
子　

６
㌔

　
　
　
　

伊
達　
　

翼
く
ん
（
霧
多
布
中
学
校
三
年
） 

22
分
23
秒

　
　
　

○
中
学
女
子　

３
㌔

　
　
　
　

鈴
木
み
な
み
さ
ん
（
茶
内
中
学
校
二
年
） 

12
分
15
秒

　
　
　

○
一
般
男
子　

６
㌔

　
　
　
　

佐
藤　

修
斗
さ
ん
（
火
散
布
） 

22
分
01
秒

　
　
　

○
一
般
女
子　

３
㌔

　
　
　
　

箱
石　

珠
実
さ
ん
（
霧
多
布
） 

12
分
06
秒

第38回町民
　マラソン大会
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当
町
に
お
い
て
は
、
福
祉
保

健
課
福
祉
係
と
浜
中
診
療
所
に

二
台
の
「
博
愛
号
」
が
配
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、

更
新
配
置
決
定
を
受
け
、
去
る

九
月
二
十
六
日
、
一
台
が
入
れ

替
え
で
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
主
た
る
目
的
で

あ
る
災
害
時
に
お
け
る
救
援
車

と
し
て
の
使
用
の
ほ
か
に
、
浜

中
診
療
所
に
お
け
る
医
療
事
業

全
般
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

は
、
農
山
漁
村
に
長
期
滞
在
し
な
が

ら
、
地
域
の
人
々
と
の
生
活
交
流
や
周

辺
地
域
の
観
光
を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
で
す
。

　

北
海
道
で
推
進
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
フ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
証
モ
デ
ル
事

業
に
、
当
町
が
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
選

定
さ
れ
、
十
月
四
日
か
ら
六
日
の
三
日

間
、
札
幌
市
近
郊
に
住
ま
わ
れ
る
十
名

の
観
光
モ
ニ
タ
ー
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
湿
原
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
で
自
然
を
楽
し
ん
だ
り
、

酪
農
体
験
、
手
が
け
お
ぼ
ろ
昆
布
づ
く

り
、
さ
ん
ま
の
缶
詰
づ
く
り
、
ウ
ニ
剥

き
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

浜
中
町
と
し
て
も
、
新
た
な
観
光
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
同
事
業
の
取
り
組
み

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
、「
公
開
す

こ
や
か
長
寿
」
の
収
録
が
、
十
月
十
五
日
、

帝
京
平
成
大
学
教
授
の
渡
會
公
治
さ
ん

と
、
タ
レ
ン
ト
の
山
田
邦
子
さ
ん
を
迎
え
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
「
ワ
ク
ワ
ク
健
康
ク
ラ
ブ
」
の
み

な
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」

や
渡
會
教
授
が
考
案
し
た「
ロ
コ
モ
体
操
」で
、

会
場
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
と
と
も
に
体
を
動

か
し
な
が
ら
介
護
予
防
を
学
び
ま
し
た
。

　

収
録
後
、
第
二
部
と
し
て
山
田
邦
子
さ

ん
に
よ
る
自
身
の
ガ
ン
治
療
体
験
を
語
る

「
大
丈
夫
だ
よ
、
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
題
し

た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
深
刻
な
テ
ー
マ
を

笑
い
で
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
楽
し
い
講
演

で
、
ガ
ン
は
早
期
発
見
で
早
期
解
決
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

収
録
さ
れ
た
「
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
は
、
十
一
月

十
日
、
Ｅ
テ
レ
で
午
後
八
時
～
八
時
二
十
九
分
に
放

送
の
予
定
で
す
。（
再
放
送
…
十
月
十
七
日
、
正
午
～

十
二
時
二
十
九
分
に
放
送
の
予
定
）

　

九
月
二
十
七
日
、
ア
ト
リ
エ
自
遊
楽
校
の
「
あ

き
ら
ち
ゃ
ん
」
と
「
ラ
ー
メ
ン
ち
ゃ
ん
」
を
招
き
、

町
内
で
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
と
そ
の
子

ど
も
た
ち
（
乳

幼
児
）
を
対

象
に
「
ニ
コ
ニ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
お

母
さ
ん
達
を

対
象
に
、
子

ど
も
た
ち
と

の
接
し
方
を
、
あ
き
ら
ち
ゃ
ん
と
ラ
ー
メ

ン
ち
ゃ
ん
の
に
ぎ
や
か
な
や
り
取
り
を
交

え
、
お
母
さ
ん
達
も
体
を
動
か
し
な
が
ら

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
子
ど
も
達
も
交
え
、
歌
と
踊
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
歌
い
な
が
ら
体
を
動
か

す
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

笑顔がいっぱい！
にこにこファミリーフェア

「公開すこやか長寿」
健康と笑いのひととき

「グリーンライフ・ツーリズム」
新たな観光メニューに期待！

赤十字災害救援車「博愛号」が
配置されました！
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information　情　　報

陸上自衛隊高等工科学校生徒
募集のお知らせ

全国一斉「女性の人権ホットライン」の
お知らせ

平成23年度釧路精神保健協会講演会
のお知らせ

2011国際森林年記念
｢木育・森づくりパネル展」

実施日時等 　①期間　11月14日㈪から20日㈰まで
　　　　　②時間　11月14日㈪から18日㈮
　　　　　　　　　　８：30～19：00
　　　　　　　　　11月19日㈯から20日㈰
　　　　　　　　　　10：00～17：00
相談担当者 　釧路人権擁護委員男女共同参画社会推進委員
　　　　　※ 主に釧路人権擁護委員連合会所属の女性

の「釧路人権擁護委員男女共同参画社会
推進委員」が対応しますが、女性の人権
問題に適切に対応できる男性の人権擁護
委員及び釧路地方法務局人権擁護課の職
員が対応する場合もあります。

実施機関 　釧路地方法務局・釧路人権擁護委員連合会
●問い合わせ先
　釧路市幸町10丁目３番地
　釧路地方法務局　人権擁護課
　　☎0154－31－5014（人権擁護課直通）

　釧路精神保健協会は、行政や医療機関、関係団体・
個人が参加して、正しい精神保健の普及啓発に努めて
いる組織です。自殺対策が急務な中、住民一人ひとり
が自殺予防対策の主役として気づき・見守りに取り組
めるよう、講演会を開催します。
　多くの皆様の参加をお待ちしています。
講演会テーマ 　死んだらアカン！
　　　　　－命の灯台・東尋坊からのメッセージ－
　　　　　　講師　ＮＰＯ法人「心に響く文集・編集局」
　　　　　　　　　代表理事　茂

し げ

　　幸
ゆ き お

雄　氏
と き 　11月12日㈯　13：30～15：00
と こ ろ　釧路市栄町８－３　アクア・ベール
参 加 料　無料
●問い合わせ先
　釧路精神保健協会事務局（北海道釧路保健所）
　　☎0154－22－1233

　釧路地域の森づくりと木とのふれあい、体験コー
ナーで木の良さ、自然の大切さなど釧路の森を感じて
ください。
　親子での多数のご参加をお待ちしています。
日 時 　11月12日㈯～13日㈰　10：00～16：00
場 所 　釧路市昭和
　　　　　イオン釧路昭和ショッピングセンター
　　　　　「サンコート広場」　
内 容 　
■ 木育ひろば（木のプール、遊具で木にふれて遊びま

せんか！）
■木とのふれあいコーナー　（各日200名）
　 （絵を描いてつくる木のコースター、木のマグネッ

ト、木の葉のしおりなど）
■木育工作体験コーナー
　◦12日㈯
　　★ 花台（10：00～、11：00～、12：00～、各回定員10名）
　　★ 巣箱（13：00～、14：00～、15：00～、各回定員５名）
　◦13日㈰
　　★ 紙粘土を使ったタンチョウとバードコール
　　　10：00 ～参加募集人数　親子８組16名
　　　※ 参加申込が必要です。（応募多数の場合には

抽選となります）
　　　　 下記申込先に、11月２日（17：00）までに電

話にてお申込み下さい。 
　　★ ミ ニ ツ リ ー（13：00～、14：00～、15：00～ 

各回定員15名）
主 催 　 釧路町村会地域づくりプロジェクト推進会

議・くしろ森と緑の会
●問い合わせ先
　釧路総合振興局　林務課　主査（みどり）
　　☎0154-43-9208

☆�夫・パートナーから暴力（ドメスティック・バイオレン
ス）を受けていませんか？
☆セクシュアル・ハラスメントで困っていませんか？
☆ストーカー行為に悩んでいませんか？
☆�その他、親子関係・離婚問題などでお悩みではありませ
んか？
○一人で悩まないで気軽に電話してください。
　「女性の人権ホットライン」

☎０５７０－０７０－８１０
※相談は女性の方に限らせていただきます。
※秘密は堅く守られます。

　平成24年４月採用の「高等工科学校」の募集が、11
月１日から受付開始となります。
種　　目 資　　格 受付期間 試験日

陸 上 自 衛 隊
高等工科学校
生 徒

中卒（見込含）17歳未
満の者

11月１日㈫
～

12月16日㈮

平成24年
１月14日㈯

試験場所 　道東経済センタービル
※推薦制度もありますので問い合わせください
●問い合わせ先
　自衛隊帯広地方協力本部　釧路出張所
　　☎0154－22－1053
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information　情　　報

今
月
の
食
材
は
「
乳
製
品
」
で
す
。

「
も
ち
も
ち
ド
ー
ナ
ツ
」

【
材
料
８
個
分
】

　

☆
白
玉
粉
…
…
…
…
…
…
…
１
３
０
ｇ

　

☆
絹
ご
し
豆
腐
…
…
…
…
…
２
０
０
ｇ

　

☆
サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
２
杯
半

　

☆
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
素
…
…
７
０
ｇ

　

☆
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
…
…
…
…
大
さ
じ
４
杯

　

☆
塩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ひ
と
つ
ま
み

　

☆
砂
糖
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯

　

☆
粉
チ
ー
ズ
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
３
杯

　

☆
揚
げ
油
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

【
作
り
方
】

①
白
玉
粉
と
豆
腐
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

② 

①
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
素
・
塩
・
ス
キ
ム
ミ

ル
ク
・
粉
チ
ー
ズ
・
サ
ラ
ダ
油
を
加
え
て
、

耳
た
ぶ
く
ら
い
の
固
さ
（
手
に
つ
か
な
い
程

度
の
固
さ
）
に
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③ 

②
を
８
等
分
す
る
。
丸
め
て
平
ら
に
手
で
つ

ぶ
し
中
心
に
穴
を
開
け
ド
ー
ナ
ツ
形
に
す

る
。（
形
は
３
０
等
分
に
し
て
丸
め
て
揚
げ

て
も
よ
い
）

④ 

揚
げ
油
を
１
７
０
℃
に
熱
し
て
、
薄
い
キ
ツ

ネ
色
に
色
づ
く
程
度
に
揚
げ
る
。

★
応
用

　

 　

す
り
お
ろ
し
人
参
や

つ
ぶ
し
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど

２
０
ｇ
程
度
を
加
え
、

ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

を
小
さ
じ
一
杯
加
え
る
。

（
町
栄
養
士
）

【１個の栄養素】
エネルギー 198㎉
たんぱく質 4.3ｇ
脂　　　質 9.3ｇ
カルシウム 59㎎
食塩相当量 0.4ｇ

冬山の遭難防止
－冬山は　装備・計画　しっかりと－

「必ずチェック　最低賃金！
使用者も　労働者も」

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働く
すべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト
等を含む）に適用される北海道最低賃金（地域別）が
次のとおり改定されました。

○ 最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、
臨時に支払われる賃金、及び時間外等割増賃金は算
入されません。

○ 最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃
金法違反として処罰されることがあります。

○ 特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製
造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶製
造・修理業、船体ブロック製造業」、「舟艇製造・修
理業」）で働く労働者には北海道の産業別最低賃金
が適用されます。
厚生労働省北海道労働局　労働基準監督署（支署）

最 低 賃 金 額　時間額　７０５円

効力発生年月日　平成23年10月６日

平成23年度「新規高卒者就職促進会」
の開催について

　地元での就職を希望している高校生と企業の方との
就職面接会を開催いたします。
　希望に燃える高校生がたくさん参加します。企業の
皆様の積極的な参加をお待ちしております。
　来春の採用予定が未定の企業におかれましても、こ
の機会に新規高卒者の採用をぜひご検討ください。
日 時 　11月８日㈫　13：00～16：00
場 所 　釧路プリンスホテル　釧路市幸町７丁目１
●申し込み・問い合わせ先
　釧路公共職業安定所（ハローワークくしろ）
　職業相談第２部門　　　　☎0154-41-1201（43♯）

　冬山には、見渡す限りの銀世界、白雪を踏んで自然
と闘いながら山頂を極めるだいごみなど、夏山とは違
う大きな魅力があります。その反面、吹雪などの悪天
候、寒気、雪崩などの危険な要素を多くはらんでおり、
滑落、雪崩、吹雪によるコースの見失いなどによる遭
難も多く発生しています。
　登山者の皆さんは、次のことに注意して冬山遭難の
絶無に努めましょう。
無理のない計画と登山届けの提出を
　登山技術、体力、経験に応じた山を選ぶとともに、
無理のない計画を立てて、必ず登山届けを最寄りの警
察署又は交番、駐在所に提出し、家族や職場などにも
日程を知らせましょう。警察本部のホームページから
メールで登山届けを提出することもできます。
◆パーティーでの登山を
　 　単独での登山を避け、経験豊富なリーダーのもと

でパーティーを組んでの登山に努めましょう。
◆万全の装備と余裕のある食料などの準備を
　 　装備の不備や食料の不足が生死につながることも

あります。悪天候の条件下にも耐えられる装備と停
滞時の予備食料や燃料などを準備しましょう。
◆通信機器の携行を
　 　万が一の場合の連絡手段として携帯電話などを携

行するとともに、予備のバッテリーを携行しましょう。
◆入山前に気象状況の確認を
　 　入山前には、必ず気象状況を確認するとともに、

絶えず気象情報に注意し、天候の悪化が予想される
ときは中止しましょう。
◆冬山では慎重な行動を
　 　冬山では、雪庇の踏み外しによる転落や雪崩など

の危険が予測されます。稜線や谷などでは地形、積
雪、気象状況を総合的に判断し、雪崩や危険箇所の
回避など、慎重な行動に心掛けましょう。

北海道警察本部
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№ 125

我ら「自然の番人」なり
－秋の校外清掃－

　湿原を渡る涼風に草木が静かに揺れて、秋が徐々に深まっています。本校は９月27日に前期終業式があり、無事
１年の半分である前期の日程を終えることができました。
　また、去る９月５日に本校で「自然の番人」宣言を行い、釧路管内の高校では初めて認定証を授与されました。
これは長年にわたって本校が継続的に行ってきた霧多布湿原周辺や市街地の清掃活動が評価されたもので、学校の
代表として、校長先生と生徒会長の百々佳奈江さんが、自然環境の保護に取り組むことを松本博副町長の前で、高
らかに宣言しました。
　この「自然の番人」宣言の趣旨を体現すべく、９月14日には秋の校外清掃が行われました。生徒１人ひとりが火
ばさみとゴミ袋を持ち、細かなタバコの吸いがらや住宅の陰に隠れたペットボトルなどを見逃すことなく拾い、分
別もしっかり行っていました。地域の方々
から「ありがとう」と声をかけられる場
面もあり、故郷を美しく保っていこうと
熱心に取り組む姿が印象的でした。
　後期は10月３日より始まりましたが、
間違いなく生徒たちが前期に身に付けた
力を生かして活躍する「充実した日々」
となるに違いありません。

　本校の特色ある教育活動の一つは、総合的な学習です。１年生は、湿原センターにお世
話になりながら、自然体験学習を実施しています。「地域の自然を学習する」ことをメイン
にしながら、湿原の成り立ちや特徴を調べる学習を行っています。２年生は、町内の20～
30の企業にお世話になり、２日間の職業体験をさせてもらっています。進路をどのように
考えたらよいか、職業体験を生かしながら進路の調べ学習を進めています。３年生は、１・
２年生で培った調べ方を生かし、３年間の総合学習のまとめを行います。その中には、修
学旅行で浜中町をＰＲする企画もあります。
　また、学校行事も特色があり、校内陸上競技大会では長縄跳びや全員リレーに全生徒が
燃えて取り組んでいました。例年、生徒に交じって先生方も参加していますが、今年は校

長先生も砲丸投げに参加して、８ｍを投げて２位になりました。800ｍリレーに
参加した若い先生の中には、普段の運動不足を露呈して、最後に転倒して笑い
を誘った場面もありました。９月には、校内駅伝大会を行いましたが、駅伝は
１～３年生までの縦割りで、３班18チーム編成の対抗戦で行いました。２・３
年生の上級生がリーダー性を発揮して、下級生を引っ張っていました。
　部活動に参加している生徒も多く、陸上、スピードスケート部では、全道、全
国大会へ進出する生徒もいます。７割近い生徒が部活に参加し、学習との両立
に努め、文武両道を目標にする生徒の多い、活気のある学校となっています。

学校発信情報

「まなぶん」
　このコーナーは、町内の小・中学校における特色ある教育
活動や取り組みを紹介するコーナーです。
　また、愛称の「まなぶん」は、「学ぶ」と地図記号で学校を
表す「文」をあわせたものです。町内小学校10校・中学校５
校を連載でご紹介しています。

生涯学習の
マスコット
“マナビィ”

《霧多布中学校》学校データ
（11月１日現在）

校　長　誉田　洋三
教　頭　室野　伸安
教　員　数 ８人
養護教員 １人
事務職員 １人
事　務　生 １人
管　理　人 １人
生　徒　数 87人
学　級　数 ４学級

－「自立的に生きるための力を育成する」
～笑顔とチームワークで活力ある学校～－
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　町内の児童に対し、鑑賞の機会を提供することにより、芸術文化に興味を持ち、心豊かで健全な育成を図るとと
もに、地域の芸術文化の普及振興に資することを目的として、児童芸術鑑賞会を実施します。
　今年は音楽をメインに、パフ・ファミリーによるコンサートを企画しています。
　パフ・ファミリーは、札幌市を拠点に活動し、にこにこファミリー
フェアなどで浜中町での公演実績があります。歌とパフォーマンス
で心が豊かになれる参加型音楽会の活動を行っており、会場が一体
となれるコンサートを行っています。
　小さいお子さんがいる方など一般の方々も鑑賞できますので、是
非、見に来てみませんか。
　　【開催日時】　　　　11月22日㈫　午前９時30分開演
　　【会　　場】　　　　浜中町総合文化センター　大ホール
　　●お問い合わせ先　浜中町教育委員会　生涯学習課　社会教育係
　　　　　　　　　　　☎62－2394（直通）

児 童 芸 術 鑑 賞 会 の お 知 ら せ

図書室の夜間開放実施中！
おもしろい本が、ぞくぞく到着！！

　総合文化センターでは、毎週火曜日と木曜日、午後
５時から午後９時まで、図書室の夜間開放を実施して
います。
　新刊や今売れている本、実用書、司書が選んだオス
スメの本など、数多くの本を取り揃えていますので、
日中は忙しくて図書室に来られ
ない方、秋の夜長、夕食後のひ
と時に本を読みたくなった方な
ど、多くの皆様のご利用をお待
ちしております。

小
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践
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ど
、
町
の
社

会
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育
行
政
の
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興
に
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　次世代を担う青少年が、社会における自らの役割と
責任を自覚し、広い視野と豊かな情操をつちかい、非
行におちいることなく、心身ともに健やかに成長する
ことは、社会全体の願いです。一人ひとりの子どもた
ちは各家庭の宝というだけでなく、社会全体の宝だと
言えます。まず、大人自身が社会の基本的なルールを
身をもって示し、それぞれの立場で、青少年が健やか
に育つために、積極的な行動をすることが望まれてい
ます。
　特に、家庭は、子どもにとって人格形成の行われる
最初の場です。親は、子どもの基本的な人格形成につ
いて、自らに責任があることをしっかりと自覚しま
しょう。

　そして、基本的な生活態度や社会規範などを子ども
に教えていく責任を、子どもに対してだけでなく、社
会に対しても負っていることを強く認識しなければな
りません。家庭でのしつけやふれあいと信頼関係の大
切さなど、家庭教育のあり方を見直す良い機会にしま
しょう。
　家庭、学校、事業者、
行政機関等の相互の連
携によって、社会全体
で青少年が健全に育成
される社会の実現に努
めましょう。

☆１１月は「全国青少年健全育成強調月間」です☆
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実りの秋！各学校で学芸会・文化祭！～学習の成果を発表～
学校教育からの情報コーナー

10月～11月は「北海道教育の日」協賛月間です。～みんなで育てる未来の宝～
☆11月１日は『北海道教育の日』
　家庭、学校、地域社会及び行政などが一体となって教育に関する理解と関心を高めるた
めの様々な取組を展開することにより、道民の皆さんが子どもたちの教育について考え、
語りあい、行動するきっかけにしようとする日です。

☆「早寝 早起き 朝ごはん」運動 
～朝食をとらずに登校する子をゼロに～ 

　幼児から高校までの子どもたちが、はつらつとした学校生活を送ることができるよう、「朝
食をとらずに登校する子をゼロに」を目標に、学校・家庭・地域の協力による「早寝 早起き 
朝ごはん」運動を継続し、子どもたちの生活リズムの向上と定着に取り組んでいきましょう。

　10月は、各校で学芸会や文化祭が開催されました。
　児童会や生徒会で掲げた「テーマ」に向かって、劇、
合唱、器楽演奏、遊戯、学習発表などの舞台発表と、図工・
美術、書道、技術・家庭、垂れ幕、壁新聞などの作品展
示が行われました。日頃の学習の成果を発表する場とし
て、子どもたちはみんなで心を一つにし、協力してしっ
かりと準備をし、立派な発表を披露してくれました。
　保護者や地域の方々もたくさん訪れ、子どもたちの一
生懸命な演技や頑張る姿など、成長した様子にあたたか
い声援を送っていただきました。

全校　太鼓　「武者太鼓」「怒濤太鼓」（榊町小学校） ５年生　遊戯　「めんそーれ沖縄」（茶内小学校）

５・６年　創作劇　「時をかける少女」（琵琶瀬小学校）全校　合唱　「虹」「茜色の約束」（浜中中学校）

全校　合唱「COSMOS」「Top�of�The�World」（茶内中学校）
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「絵本らんど・おはなしタイム」のお知らせ
総合文化センター（２階・図書室）午前 11時より

11月12日（土）

紙芝居『こぎつねコンとこだぬきポン１』
絵　本『どこどこ・ここ・ここ』
絵　本『ジャッキーのいもうと』

11月26日（土）

紙芝居『こぎつねコンとこだぬきポン２』
絵　本『ガシガシねずみくん』
絵　本『ジャッキーのおせんたく』

～読書週間が始まっています～
　10月27日から読書週間が始まっています。文化センター
図書室でも、11月９日までの間、今年のテーマ「信じよう、
本の力」にあわせて特設コーナーを設置中！本の力、自分
の力を信じられるような物語や小説、絵本など大人から
子どもまで楽しめるものをそろえました。また、災害対策
のコーナーも作りましたので、見に来てください。

簡単工作会
　11月５日㈯　14：00～ 15：00
読み聞かせ
　11月６日㈰　11：00～ 11：30
　小さいお子さんでも、ママと一緒に作れる内容を企画
していますので、是非ご参加ください。

新 着 図 書 案 内

　 　

　かたづけ苦手なコ
コちゃんのところに、
ユニフォームを着た
アリクイがやってき
ました。「アリクイか
たづけサービスしゃ」
だって！？

『アリクイにおまかせ』
竹下　文子／作　　　　　

堀川　波／絵（児童書）

『クジラと海とぼく』
水谷　博也／文　　　　　

しろ／絵（児童書）

『スピリットベアにふれた島』
ベン・マイケルセン／作　　　　　

原田　勝／絵（児童書）

『空也上人がいた』
山田　太一／作（一般書）

『電気もガスも使わない
しあわせレシピ』

いっちゃん／著（一般書）

『プロムナード』
道尾　秀介／著（一般書）

　≪児童書≫� 『星守る犬』� 『天風の吹くとき』�
� � 村上　たかし／著  福　朋子／作　小泉　るみ子／絵  
� 『スポーツ年鑑2011』� 『俳句絵本　ボールコロゲテ』
� � ポプラ社／編  村井　康司／編　吉田　尚令／絵
　≪一般書≫� 『下流の宴』 『日本の農業が必ず復活する45の理由』 
  林　真理子／著  淺川　芳裕／著  
 『ジュージュー』 『北海道の歩き方2012』�
  よしもと　ばなな／編  ダイヤモンド社／編  

　車いすの老人、46歳女性ケア・マ
ネージャー、そして僕
…ぬぐえない傷を抱え
た大人の間で風変わり
な恋が始まる。著者19
年ぶりの書き下ろし小
説。

　あえるだけ、のせ
るだけレシピ117品。
簡単にスピーディに
作れるのに、おしゃ
れで美味しい！節電、
節ガス、急なお客様
にお役立ち！！

作家になるまでの道程から、好き
だった女の子の話まで
･･･。ショートショー
トのような新感覚の初
エッセイ。10代の著者
作の絵本や戯曲なども
収録。

　同級生に重傷を負わせた少年は、
立ち直るチャンスをも
らい、アラスカ沖の無
人島で自ら怒りと向き
合う。少年は変われる
か。魂のサバイバル。

　クジラと一緒に泳
ぎたい！海の世界に
あこがれた少年は、
その写真撮影や生態
のおもしろさを研究
し、やがて、夢が実
現する日をむかえる。
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健康サポート

赤ちゃんとことば

ことばを育てる｢ことばがけ｣

NO 272　保健師・歯科衛生士・栄養士です

赤ちゃんの ｢ ことば ｣ のことを心配
しているお母さんお父さんは少なく
ありません。
｢ 発音がはっきりしない ｣｢ ことばが
遅い ｣と気になっていませんか？

ことばが意味する３つの側面

『ことばがけ』のためのヒント
　赤ちゃんを観察し、ことばがけをすることで一緒にいることが楽しめるようになります。

赤ちゃんの動きをまねてみる
（ミラリング）

赤ちゃんの気持ちをことばでいってあげる
（パラレルトーク）

間違えたことばをさりげなく直す
（リフレクション）

赤ちゃんの出す声や音をまねてみる
（モニタリング）

おとなが自分の気持ちを口にする
（セルフトーク）

子どものことばを広げて返す
（エクスパンション）

１

３

５

２

４

６

●�赤ちゃんは自分と同じ動きをしてくれる大人に興
味を持ち、大人の様子を観察しながら誘いかけて
きたりします。

●�赤ちゃんがおやつを食べながら幸せそうな顔に
なったら｢おいしいね｣と言ってあげましょう。

●�子どものことばに間違いがあっても、言い直させ
たり、訂正するのではなく、さりげなく直してあ
げましょう。

●�赤ちゃんがご機嫌な時に出す｢ブーブー ｣といった
声をまねしてあげると、｢音を出すこと｣を楽しむ
ようになります。

●�自分の行動を口にすると、赤ちゃんはそんなおと
なの姿を見て、ことばの意味を知るようになりま
す。

●�｢おおっきいブーブー ｣｢ほんとだ、大きいブーブ
だね、何を積んでいるのかな｣というように話題を
少し広げて返しましょう。

　�｢発音がはっきりしない｣｢ことばが遅い｣等お子さんのことばのことが気になっている方は気軽に
下記までご相談くさだい。

役場　福祉保健課　健康推進係（担当：保健師）　　☎62－2307

（音声言語・Speech）
● ｢りんご！ ｣　　　　　　　　　　　

というように声に出して言うことば
☆ ミルクをのんだり、手や足をなめた

り、もぐもぐかんだりすることで口
や唇や舌を使って発音する力が育ち
ます。

（自分の気持ちや考えを
伝えたいという意欲）

● ｢りんごはおいしい｣　　　　　　　
　という気持ちを相手に伝える意欲

☆ おいしい気持ちを分かってほしくて
｢あー！ ｣と声を出します。

（言語・内言語・概念）
● ｢りんごは赤い｣
　 というように、りんごについて知っ

ていること
☆ 実際に見たりさわったり食べたりす

る経験を重ねて｢りんご｣がわかって
いきます。

言えることば わかることば コミュニケーション

① ② ③
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俳　

句

短　

歌

奔 幌 戸・川 村　 健 一 さん （47歳）

茶 内 緑・福原　　生 さん （86歳）

茶内西円中央・井上　剣
けんしん

芯 く ん（智之さん）

霧多布一区・石井　星
しょうま

結 く ん（直樹さん）

茶 内 耕 圃・小野寺奏
そうすけ

輔 く ん（友治さん）

紅
葉
の
盛
り
し
山
の
神
無
月
美
し
き
も
の
の
終
り
は
は
や
し

松
永　

真
澄

（
茶　
　

内
）

　９月末現在（前月比）
●人　口：6,565人　　（－　６）
　　　男：3,185人　　（－　４）
　　　女：3,380人　　（－　２）
●世帯数：2,475世帯　（－　２）

声
あ
げ
て
駈
け
く
る
幼
を
抱
き
と
め
し
記
憶
あ
た
ら
し
萩
こ
ぼ
れ
散
る

相
原　

睦
子

（
茶　
　

内
）

紀
伊
田
辺
祖
母
の
故
郷
台
風
で
日
夜
報
道
耳
に
残
り
て

二
瓶　

晴
子

（
茶
内
第
三
）

幽
霊
の
正
体
見
た
り
…
の
名
句
あ
り
わ
が
家
前
の
枯
芒
か
な

福
沢　

睡
蓮

（
茶　
　

内
）

　

こ
の
町
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
、
霧
多
布
湿
原
を
巡
ら
す
風
景
と
い
え

ば
、北
太
平
洋
上
の
琵
琶
瀬
海
域
に
浮
か
ぶ
「
小
島
」
や
「
嶮け
ん
ぼ
っ
き

暮
帰
島
」

の
四
季
折
り
折
り
の
風
景
よ
り
始
ま
る
。

　

そ
も
そ
も
「
嶮
暮
帰
島
」
な
ど
は
、
ど
の
方
角
か
ら
で
も
、
や
さ
し

く
見
る
人
の
心
に
問
い
か
け
て
く
る
。

　

こ
れ
ら
海
域
の
海
岸
線
に
平
行
し
て
「
主
要
道
道
別
海
厚
岸
線
」
が

走
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
浜
通
り
は
、
火
散
布
沼
、
養
老
散
布
を
つ
な
ぎ
、

渡
散
布
へ
順
次
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
、
遂
に
霧
多
布
湿
原
が
眼
下
に
広

が
っ
て
ゆ
く
。
前
記
、
海
岸
線
の
車
道
も
、
藻
散
布
︱
火
散
布
沼
へ
と
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
移
っ
て
ゆ
く
。

　

や
が
て
、
霧
多
布
湿
原
を
大
観
望
す
る
高
台
の
駐
車
場
に
至
る
。
そ

の
途
次
、「
琵
琶
瀬
墓
地
」
入
口
の
表
示
に
よ
り
、
周
囲
が
草
む
ら
の

砂
利
小
道
を
辿
る
と
広
大
な
霊
園
内
に
辿
り
つ
く
。

　

火
散
布
沼
の
銀
色
に
輝
く
、
そ
の
水
辺
の
静
寂
に
、
そ
し
て
分
厚
い

ス
ス
キ

0

0

0

の
群
れ
に
、
二
度
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
（
ペ
ン
＆
ス
ケ
ッ
チ　
　

小
椋　

昭
三
）

吉
本　
　

弘

（
霧
多
布
）

酷
暑
に
も
傘
寿
過
ぎ
る
も
猶な
お

生
き
る

鈴
木　

徹
夫

（
霧
多
布
）

十
月
も
半
ば
を
過
ぎ
て
冬
の
陣

酒
井　

梅
子

（
茶　
　

内
）

秋
た
か
し
淚
岬
を
望
み
け
り

小
椋　

昭
三

（
暮
帰
別
）

湿
原
の
夕
日
語
ら
う
尾
花
か
な

福
沢　

睡
蓮

（
茶　
　

内
）

物
思
ひ
好
き
な
タ
ヌ
コ（
犬
）の
秋
思
か
な

お く や み

ひとのうごき

吹
く
風
に
任
せ
て
な
び
く
橋
の
上
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
棲
む
と
黄
の
旗
な
ら
ぶ

松
館
ス
ミ
子

（
貰　
　

人
）

�

リズミカルな散布の路線
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はまなか行事カレンダー（11月）

○ 地場産品を食べよう講
座（老人福祉センター
　13：30～15：00）

○ へき地複式小学校文化
交流会（総合文化セン
ター）

○ ハツラツ倶楽部わっ
はっは（総合文化セン
タ ー　10：00～11：30、
茶内コミュニティセン
ター　13：30～15：00）

○ 平成22年度浜中町功
労者表彰式（総合文化
センター　10：00～）

霧 Ｍ勤 文体農す 勤
○ 浜中町民体育祭３on ３

バスケットボール大会
（総合体育館　11：00～）

○ 健康教室〔茶内第三〕
（茶内第三母と子の家
　10：00～11：30）

○ 健康教室〔円朱別〕（円
朱別会館　13：30～15：
00）

○ 健康教室〔茶内市街〕
（茶内コミュニティセン
ター　10：00～11：30）

○ 健康教室〔琵琶瀬〕（琵
琶瀬住民センター　
10：00～11：30）

○ 浜中町生徒指導研究大
会（総合文化センター）

○ ハツラツ倶楽部わっ
はっは（総合文化セン
タ ー　10：00～11：30、
茶内コミュニティセン
ター　13：30～15：00）

○ げんきっずくらぶ（母
子健康センター　９：
30～11：30）

○ 健康教室〔茶内第一〕
（ 茶 内 第 一 住 民 セ ン
ター　10：00～11：30）

○ 健康教室〔姉別南〕（姉
別農村環境改善セン
ター　13：30～15：00）

○ 絵本らんど・おはなし
タイム（総合文化セン
ター図書室　11：00～）

○ 浜中町ＰＴＡ連合会
研究大会（総合文化セ
ンター）

Ｍ勤 文体農すＭ 霧 勤
○ 健康教室〔西円朱別〕
（西円朱別農民研修セ
ンター　10：00～11：30）

○ 健康教室〔散布〕（漁
村センター　10：00～
11：30）

○ 健康教室〔姉別北〕（姉
別寿の家　10：00～11：
30）

○ ハツラツ倶楽部わっ
はっは（総合文化セン
タ ー　10：00～11：30、
茶内コミュニティセン
ター　13：30～15：00）

○ 食生活講座（老人福祉
センター　13：30～15：
00）

○ 浜中町へき地複式教育
研究大会（散布小中学
校）

Ｍ勤 文体農すＭ 霧 勤
○ 児童芸術鑑賞会（総合

文化センター　9：30～）
○ むし歯予防教室（母子

健康センター　10：00
～11：30）

○ 小学生むし歯予防教室
（母子健康センター　
15：00～17：00）

○ 乳幼児ポリオ予防接種
（浜中診療所　14：30～
15：00）

○ 浜中町民体育祭第23
回親睦交流ミニバレー
大 会（ 総 合 体 育 館　
19：00～）

○ 絵本らんど・おはなし
タイム（総合文化セン
ター図書室　11：00～）

○ 風呂の日（ゆうゆ）
○ 浜中町民体育祭杯イン

ドアパークゴルフ大会
（すくらむ21　13：00～）

Ｍ勤 文体農すＭ 霧 農Ｍ勤 文体す 勤
○ 子育て講演会（総合文

化センター ①一般向け
　10：00～12：00、②専門
職向け　13：00～15：00）

○ 浜中町民体育祭杯イン
ドアパークゴルフ大会

（すくらむ21　13：00～）

Ｍ勤 文体農すＭ 霧

●表下段は休業・休館のお知らせです。各記号は下記の施設と対応しております。
　文…総合文化センター　体…総合体育館　農…農業者トレーニングセンター　す…すくらむ21
　Ｍ…ＭＯ－ＴＴＯかぜて　霧…霧多布湿原センター　勤…勤労青少年ホーム　

11月あそびのひろば日程
毎週…㊊㊋㊍㊎　　９：00～12：00
　　　　　　　　　（霧多布保育所内子育て支援センター）
毎週…㊊㊋㊌㊍㊎　14：30～16：30　
　　　　　　　　　（霧多布保育所内子育て支援センター）
毎週…㊌　　　　　10：00～12：00　
　　　　　　　　　（茶内コミュニティセンター）
　　　　　　　　　　※コミセン使用時はお休み
※29日㈫は「お料理教室」を行います！

●役場からの伝言板●
◦ 戸籍事務の電算化が７月９日よりスタートし、戸籍証明の用紙などが変わり

ました。
◦ 浜中町防災行政無線で放送した内容を確認したい場合は、『☎62-5333』へ

電話してください。24時間以内の放送内容を聞くことができます。


